
 別添第７号様式（第５号様式関係）

福島県市町村特定原子力施設地域振興事業補助金 

（ 広 域 的 減 容 化 施 設 影 響 緩 和 事 業 分 ）

事業進捗状況書 

１ 事業者 

住  所   双葉郡葛尾村大字落合字落合 16
事業者名   葛尾村 

代表者の氏名 村長 篠木 弘 

２ 事業実施期間 

   着手   令和 ３ 年 １ 月 ８ 日 

   完了   令和 ３ 年 ３ 月 １ 日 

３ 事業概要 

事業名 
 市町村特定原子力施設地域振興事業（広域的減容化施設影響緩和事業分）基金 

〈葛尾村ラジオ難聴解消事業実施設計業務委託（野行地区）〉 

事業実施場所  葛尾村大字葛尾字野行地内 

事業内容
令和４年春に帰還困難区域が解除される見込みである野行地区に、ＦＭの民放２

局とＮＨＫ第１放送を受信できる送信所を整備する。 

事業を実施

する理由

（課題・背景等）

操作が簡単なラジオ放送の受信は、条件の厳しい中山間地にとって有効な情報収

集の一躍を担っている。 

村内全域がラジオ難聴地域であるため、村民から早期解消の強い要望が出されて

おり、ラジオ放送受信機能の充実は急務である。 

なお、今回は帰還困難区域である野行地区の解除を見据えて実施するものである。

事業の目標 
野行地区にラジオ放送を受信できる送信所を設置することで、村民の帰還はもと

より、新たな移住・定住者のための環境整備を行う。 

 事業実施により

期待される効果

（直接効果及び中

長期的効果） 

○村内のラジオ難聴地域の解消 

○村内移住者、定住者の増加 

○移住・定住の促進 

４ 個別事業進捗状況 

実施時期 実施内容・進捗状況 今後の展開 

１月 

１～２月 

３月始め 

事業者との契約 

現地踏査、設計資料の作成 

竣工 

事業完了 

５ 事業全体の進捗状況等 

事業全体として

の進捗状況 

ラジオ難聴解消事業については完了済であり、現在、当該補助金を活用出来る事

業を検討中である。 

事業実施に

よる効果 

（直接効果）

・村内への帰還、移住・定住を促進する。 

今後の展開 

令和４年春に野行地区の避難指示が一部解除される予定である。 

今後は企業を誘致し、産業振興・雇用創出を推進していくこととなるが、その住

環境の一部として活用していく。 



 別添第７号様式（第５号様式関係）

福島県市町村特定原子力施設地域振興事業補助金 

（ 広 域 的 減 容 化 施 設 影 響 緩 和 事 業 分 ）

事業進捗状況書 

１ 事業者 

住  所   双葉郡葛尾村大字落合字落合 16
事業者名   葛尾村 

代表者の氏名 村長 篠木 弘 

２ 事業実施期間 

   着手   令和 ３ 年 ２ 月１０日 

   完了   令和 ３ 年 ３ 月３１日 

３ 事業概要 

事業名 
 市町村特定原子力施設地域振興事業（広域的減容化施設影響緩和事業分）基金 

〈葛尾村賃貸事務所備品購入〉 

事業実施場所  葛尾村大字野川字湯ノ平地内 

事業内容
令和２年12月完成した賃貸事務所の打合せスペースにテーブル・椅子等の備品を

整備する。 

事業を実施

する理由

（課題・背景等）

平成28年６月12日に帰還困難区域を除き避難指示解除となった。 

震災前に村内で操業していた企業が村内での再開を断念しており、十分な雇用環境

が確保されておらず、この結果、現状で帰還率が３割にも満たない状況であり、新

たな企業の進出を促す必要があるため。 

事業の目標 

中通りと浜通りの中間拠点として賃貸事業所を整備した。 

新たに村に進出する企業への貸出を積極的に行い、村の復興に欠かせない新たな

雇用創出と定住人口・交流人口の拡大を通し、地域経済の復興とそれに伴う帰還人

口の拡大を目指す。 

 事業実施により

期待される効果

（直接効果及び中

長期的効果） 

・村内への企業進出の促進を通じた新たな雇用創出と定住人口・交流人口の増加 

・今後の移住・定住の促進 

４ 個別事業進捗状況 

実施時期 実施内容・進捗状況 今後の展開 

２月 

３月下旬 

発注 

納品 
事業完了 

５ 事業全体の進捗状況等 

事業全体として

の進捗状況 

賃貸事務所備品購入については完了済であり、現在、当該補助金を活用出来る事

業を検討中である。 

事業実施に

よる効果 

（直接効果）

・村内への企業進出の促進を通じた新たな雇用創出と定住人口・交流人口の増加 

・今後の移住・定住の促進 

今後の展開 
今後は企業を誘致し、産業振興・雇用創出を推進していくこととなるが、その誘

致企業等事務所の備品の一部として活用していく。 


